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製造品出荷額

工
業
の
現
状
と
課
題

　

大
野
市
の
第
二
次
産
業
が
伸
び

悩
ん
で
い
ま
す
。

　

図
②
で
分
か
る
よ
う
に
、
製
造

品
出
荷
額
で
は
堅
調
な
伸
び
を
示

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

県
下
七
市
で
は
最
低
（
町
村
を
加

え
る
と
十
一
位
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
も
六
位
の
勝
山
市
と
は

製
造
品
出
荷
額
で
約
百
億
円
近
く

の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

当
市
の
工
業
は
、
歴
史
の
深
い

繊
維
産
業
と
、
近
年
好
調
な
進
展

を
見
せ
て
い
る
電
気
機
械
器
具
産

業
が
中
心
で
、
こ
の
二
大
業
種
で

市
全
体
の
約
七
五
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
見
方
を
か
え
れ
ば
、
若
者

の
職
種
選
択
幅
が
狭
い
の
が
難
点

と
い
え
ま
す
。

　

市
内
の
高
卒
者
は
約
六
百
人
で

そ
の
う
ち
約
四
五
％
が
就
職
し
て

お
り
、
今
春
は
二
百
六
十
八
人
で

し
た
。
こ
の
う
ち
市
内
の
就
職
者

は
わ
ず
か
に
六
十
六
人
で
し
た
。

図
①
は
、
通
勤
者
の
流
出
●
流
入

状
況
で
す
。
福
井
・
勝
山
方
面
に

向
か
う
通
勤
車
両
の
混
雑
ぶ
り
が

納
得
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

希
望
す
る
業
種
が
少
な
い

「
な
ぜ
地
元
定
着
を
望
ま
な
い
の

か
」
。
市
外
に
就
職
を
希
望
す
る
若

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
①
希
望

職
種
や
大
企
業
、
労
働
条
件
の
よ

い
企
業
が
少
な
い
（
六
四
・
四
％
）

②
親
か
ら
独
立
し
た
い
二
五
・
六

％
）
③
都
会
生
活
が
し
た
い
（
九

％
）
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

市
で
は
、
就
職
奨
励
金
制
度
な

ど
の
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

抜
本
的
な
雇
用
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
新
分
野
の
企
業
誘
致
を
今
後

も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。



中
据
工
業
団
地
ま
も
な
く
完
成

　

農
村
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
期
待

　

八
月
二
十
七
日
か
ら
、
工
事
が

進
め
ら
れ
て
き
た
中
据
工
業
団
地

は
、
十
一
月
上
旬
に
完
成
す
る
見

通
し
で
す
。

　

総
工
費
は
、
一
億
三
千
九
百
万

円
。
約
三
万
平
方
打
の
敷
地
に
は

ニ
ブ
ロ
ッ
ク
の
工
場
用
地
と
緑
地

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
周
囲
に
は
、

用
・
排
水
路
、
防
火
水
そ
う
が
整

備
さ
れ
、
国
が
推
進
し
て
い
る
農

村
活
性
化
土
地
利
用
構
想
の
拠
点

と
な
る
工
業
団
地
と
し
て
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
工
業
団
地
は
、
大
野
市
が

造
成
し
た
最
初
の
団
地
で
、
す
で

に
㈱
テ
イ
ー
エ
ヌ
ー
ダ
ブ
リ
ュ
社

が
進
出
を
希
望
。
一
部
の
市
民
団

体
な
ど
か
ら
、
中
据
が
地
下
水
の

か
ん
養
地
で
あ
る
と
し
て
、
誘
致

反
対
運
動
が
起
こ
り
、
現
在
敷
地

造
成
工
事
と
土
地
売
却
差
し
止
め

の
訴
訟
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈱
テ
ィ
ー
エ
ヌ
ー
ダ
プ
リ
ユ
社
の

　

進
出
希
望
変
わ
ら
ず

　

中
据
工
業
団
地
は
、
六
月
の
定

例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
、
本
会
議

で
誘
致
促
進
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

同
社
の
進
出
に
つ
い
て
は
、
広

報
お
お
の
七
月
号
で
も
ご
紹
介
し

た
よ
う
に
、
①
有
害
物
質
は
使
用

し
な
い
②
万
が
一
に
備
え
、
公
害

に
対
す
る
備
え
は
、
万
全
の
対
策

を
講
じ
る
③
市
と
公
害
防
止
協
定

を
結
び
、
管
理
に
最
善
を
尽
く
す

と
し
て
お
り
、
地
下
水
汚
染
の
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
据
工
業
団
地
は
、
市
南
部
地

域
発
展
の
一
投
石
と
し
て
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
核

と
な
る
同
社
に
は
、
何
ら
問
題
が

な
い
こ
と
か
ら
、
市
は
今
回
の
訴

訟
を
全
面
的
に
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

造
成
後
の
工
場
建
設
に
つ
い
て

は
、
同
社
と
十
分
協
議
を
重
ね
、

早
い
時
期
に
立
地
お
よ
び
公
害
防

止
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
当
初
の
雇
用
は
、

約
三
十
人
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
社
で
は
拡
張
計
画
も
持
っ

て
い
る
た
め
、
一
日
も
早
い
操
業

開
始
に
向
け
、
全
力
で
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

▼完成間近の中据工業団地

企業誘致に伴うこれまでの経過

2年6月～12月丹羽鉄工所から進出

　

の申し入れがあり、誘致先を検討。

　

中据地区を工業団地とすることに決

　

定。

3年4月12日食品加工業者らが、工

　

業団地変更の請願書を提出

4月22日食品加工業者への説明会

5月2日同説明会（企業参加）

5月21日地元の上庄地区区長会が誘

　

致促進の請願書を提出

6月21日市議会本会議で、誘致促進

　

の請願を採択

6月26日県が工業団地内の農地転用

　

を許可

7月22日工業団地の土地登記完了

7月26日食品製造業者らが、市に対

　

して造成工事と土地売却の差し止め

　

を求める訴訟を福井地方裁判所に申

　

請

8月27日中据工業団地の造成工事を

　

開始

10月2日名水保存会が誘致先変更の

　

署名簿を市に提出

10月4日第一回口頭弁論開催。裁判

　

所は、原告側に人格権、財産権、環

　

境権への侵害について次回の口頭弁

　

論で示すよう指示

12月6日第二回口頭弁論（予定）

雇
用
拡
大
と
活
性
化
に
貢
献

　

ニチコン㈱

　

大野工場長

佐藤要さん

　

ニ
チ
コ
ン
㈱
大
野
工
場
は
、
昭

和
四
十
四
年
に
誘
致
を
受
け
、
以

来
二
十
二
年
間
、
行
政
や
市
民
の

皆
さ
ん
の
絶
大
な
ご
支
援
を
賜
り

順
調
に
業
容
を
拡
大
し
、
今
や
ニ

チ
コ
ン
㈱
の
基
幹
工
場
に
ま
で
育

て
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

誘
致
企
業
と
し
て
、
経
営
目
標

の
達
成
と
地
域
へ
の
貢
献
を
常
に

念
頭
に
置
き
、
地
元
と
の
共
存
共

栄
を
旗
印
に
、
地
元
か
ら
信
頼
さ

れ
愛
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
て
努

力
し
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
地
元

企
業
と
し
て
定
着
し
、
雇
用
拡
大

と
地
域
活
性
化
に
い
さ
さ
か
の
寄

与
が
出
来
て
い
る
も
の
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　

創
業
当
時
と
比
較
し
ま
す
と
、

工
場
面
積
は
四
倍
、
投
下
資
本
は

十
倍
、
生
産
高
は
実
に
十
五
倍
と

大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。
電
子

業
界
の
中
で
も
ト
ッ
プ
の
地
位
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
と
勤
勉
実

直
な
従
業
員
の
智
恵
と
汗
の
結
晶

で
あ
り
、
業
界
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
ニ
コ
チ
ン
㈱
発
展
の
原

動
力
は
、
ま
さ
に
大
野
工
場
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
で
、
企
業
誘
致
成

功
例
の
一
つ
と
し
て
大
野
の
誇
り

で
あ
り
、
我
々
の
自
慢
で
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
誘
致
企
業
の
本
質

を
心
し
、
地
域
と
共
に
世
界
に
羽

ば
た
く
企
業
と
し
て
、
ま
い
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



公表します

　

職員の給与は、地方自治法および地方公務

員法の規定に基づき、市の条例で定められて

います。平成二年度に支給された市長など、

市三役・市議会議員・市職員の給料や手当な

どを公表します。適正な水準にあるかどうか

皆さんの目でお確かめください。

…人件費の状況
（平成2年度普通会計決算）

人口（H3．3．31） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費比率（A／B） 平成元年度人件費率

41，844人 135億2，846万円 25億3，161万円 18．7％ 19．0％

惣席料禰雨游r刻胴I影刳会

眉辞堀齢法輪蒙1日＝雖）

1・職員給与費の内訳

（平周3年度普通会計予算）

※ト段の数字はブ般行政職、下段は業務職・を・示偏

ます。

扇僣雁躾亜紀証影掛郵哨あ雄含夏稽ぞ喊斟ぼ奪回

吻嗚4餅当どじ禰逡貫：動殊鋤務賛当貫働論賛当1

卿論i鵬料同ド＝だが幽町命寸誤

漸賊㈱騨鄭阻靉郷帥耳劇変冬㈱律儀郷
斜求畿加味颯嫉鸚



●市職員の給料公表

●一般行政職職員の経験年数別●学歴別

　

平均給料月額呼成3年4n1醐利

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

　

している場合の勤務年数をいいます。

●特別職の報酬等の状況

　　　　　　　　　

（平成3年4月1日現在）

期末手当（2年度支給割合）〕

　　6月期1．6ヵ月分

）12月期2．0ヵ月分　　

3月期0．55ヵ月分　　　

計4．15ヵ月分

「給料月額 区分

市長

幼役

収入役

80万円

67万円

59万円

OX々 報酬月額

議長

雨議長

議長

38万円

33万円

31万円

●特殊勤務手当の状況呼成2年々）

職員全体に占める手当支給職員の割合 35o叫

支給対象職員一人当たりの平均支給年額 7万3，800円

手当の種類 20種m］

※多くの職員に支給されている主な手当

①自動車運転手当②保育業務手当③清掃業務手当

④税務事務手当⑤公民館業務手当

●職員手当の状況（2年度刻翁恰）

（1）期末・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月分

12月分

3月分　

計

　1．6ヵ月　

2．0ヵ月

0．55ヵ月

4．15ヵ月

0．6ヵ月

0．6ヵ月　

－

1，2ヵ月

　2．2ヵ月　

2．6ヵ月

0．55ヵ月

5．35ヵ月

②退職手当

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

最高支給限度額

勤続20年年

勤続25年

勤続35年年

　60．0ヵ月　

21．0ヵ月

33．75ヵ月　

47．5ヵ月

　62．7ヵ月

28．875ヵ月　

44．55ヵ月　

62．7ヵ月

一人当たり平均支給額 2，042万340円

※1人当たり平均支給額は、2年度に退職し

　

た全職種の職員に支給された平均額です。

●一般行政職の級別職員数

　　　　　　　　　　

（平成3年4月1日現在）

職員数

229人

●時間外勤務手当の状況呼成2年度）

支給総額 6，097万5．566円

職員一人当たりの平均支給年額 18万9．365円

※支給対象職員322人
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市政や教育・文化、福祉などの活動に携わり、その充実と発展に貢献した市民を顕彰す

る市長表彰者が決まりました。今年は、各分野から一団体と24人の功労者が選ぱれ、11月

3日の「文化の日」に、市役所大会議室で表彰されます。

難
口
同
訓
原
撰

永
田
房
子
さ
ん

　
　
　
　

6
7
歳
・
新
庄

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

し
て
永
年
勤
続
し
、
明
る
い

選
挙
推
進
に
貢
献
。

原
洸
さ
ん

　
　
　
　

6
2
歳
・
東
勝
原

十
五
年
余
り
に
わ
た
り
、
区

長
と
し
て
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
に
尽
力
。

―
‘
い
司
バ
j
S
一
｛
｀
一

南
部
み
つ
を
さ
ん

　
　
　
　

6
3
歳
・
陽
明
町
3

石
田
清
忠
さ
ん

　
　
　
　

6
0
歳
・
春
日
3

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
永

年
勤
続
し
、
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
。

中
村
と
し
子
さ
ん

　
　
　
　

7
1
歳
・
上
打
波

赤
十
字
奉
仕
団
役
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
奉
仕
活
動
と

団
員
の
指
導
に
尽
力
。

中
道
貞
二
さ
ん

　
　
　
　

6
9
歳
・
元
町

二
十
九
年
余
り
に
わ
た
り
、

国
民
年
金
委
員
と
し
て
年
金

制
度
の
普
及
発
展
に
尽
力
。

［
ぬ
に
に
つ
吻
同

広
瀬
重
孝
さ
ん

　
　
　
　

5
9
歳
・
西
勝
原

生
産
森
林
組
合
長
と
し
て
永

年
勤
続
し
、
森
林
の
保
全
と

後
継
者
育
成
に
貢
献
。

幅
口
満
さ
ん

　
　
　
　

5
8
歳
・
有
明
町

商
工
会
議
所
役
員
と
し
て
永

年
勤
務
し
、
商
工
業
の
発
展

に
尽
力
。

松
田
茂
さ
ん

　
　
　
　

6
5
歳
・
高
砂
町

商
工
会
議
所
議
員
と
し
て
永

年
勤
続
し
、
商
工
業
の
発
展

に
貢
献
。

石
川
市
郎
さ
ん

　
　
　
　

5
8
歳
・
稲
郷

永
年
に
わ
た
り
自
動
車
整
備

協
同
組
合
役
員
と
し
て
組
合

事
業
に
尽
力
。

T
訟
〈
ｖ
り
］

大
下
ま
さ
を
さ
ん

　
　
　
　

8
3
歳
・
高
砂
町

市
文
化
協
会
の
役
員
と
し
て

永
年
勤
続
し
、
地
域
文
化
の

向
上
に
貢
献
。

富
田
婦
人
会

　
　
　
　

会
長
阿
部
保
子

村
づ
く
り
運
動
の
中
核
と
し

て
、
婦
人
活
動
か
ら
地
域
ぐ

る
み
の
運
動
へ
と
展
開
。

石
黒
忠
憲
さ
ん

　
　
　
　

6
1
歳
・
幸
町

市
体
育
協
会
役
員
と
し
て
永

年
勤
続
し
、
社
会
体
育
の
進

展
に
貢
献
。

平
間
源
治
さ
ん

　
　
　
　

5
7
歳
・
木
本

永
年
に
わ
た
り
、
市
軟
式
野

球
連
盟
の
役
員
と
し
て
野
球

の
普
及
拡
大
に
功
績
。

森
永
節
子
さ
ん

　
　
　
　

5
9
歳
・
稲
郷

永
年
に
わ
た
り
特
殊
教
育
に

情
熱
を
傾
け
、
学
校
教
育
の

発
展
に
貢
献
。

図
に
｛
9
U
翻
一
凶

印
牧
金
治
さ
ん

　
　
　
　

6
1
歳
・
右
近
次
郎

田
中
一
由
さ
ん

　
　
　
　

i
d
歳
・
明
倫
町

交
通
指
導
員
と
し
て
永
年
に

わ
た
り
、
市
民
の
交
通
安
全

の
保
持
に
尽
力
。

翁
】
防
」
」
功
…
…
…
労

室
谷
義
夫
さ
ん

　
　
　
　

6
5
歳
・
中
荒
＃
1

斉
藤
喜
一
さ
ん

　
　
　

6
2
歳
・
森
山

佐
々
木
教
真
さ
ん

　
　
　
　

6
2
歳
・
東
大
月

小
林
季
雄
さ
ん

　
　
　
　

5
9
歳
・
稲
郷

長
谷
川
隆
さ
ん

　
　
　
　

5
9
歳
・
堂
嶋

木
下
善
弘
さ
ん

　
　
　
　

6
4
歳
・
飯
降

梅
田
晋
さ
ん

　
　
　
　

6
4
歳
・
上
野

林
輝
雄
さ
ん

　
　
　
　

5
8
歳
・
西
勝
原

消
防
団
員
と
し
て
永
年
に
わ

た
り
、
消
防
使
命
の
達
成
に

努
力
し
、
地
域
住
民
の
安
全

確
保
に
貢
献
。



パ
ー
ト
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

　

市
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
い
る

家
庭
に
、
介
護
や
身
の
回
り
の
お

世
話
を
し
た
り
、
相
談
に
応
じ
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
し
、
五
人
の
老
人
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
と
二
人
の
施
設
委
託
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
需
要
は
、
年

々
高
ま
り
、
臨
時
的
、
突
発
的
な

要
請
に
も
対
応
す
る
た
め
、
市
で

は
パ
ー
ト
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

登
録
し
て
、
制
度
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
福
祉
に
理
解
と
熱
意
の

あ
る
方
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事
務

所
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7

4
）
ま
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
酋
6
5
・
8
7
7
3
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

庁舎正面玄関

今月かS

自動ドアに

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
し
た
市
庁
舎
正

面
玄
関
と
ホ
ー
ル
の
改
装
が
終
わ

り
ま
し
た
。

　

玄
関
は
、
自
動
ド
ア
と
な
り
ま

し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
正

面
向
か
っ
て
左
側
に
は
、
身
障
者

千すな張しの用

六改゜つりたスに百装て替゜口約

五費明えホ｜二
十用る｀｜プ片万はく照ルがの

円｀な明は設手
で総っも｀置す

す額て新天さり゜でいし井れ付

　

約まくをまき

出＝S＝jサイティジ原ク

スポーツ
″l’青原原原会原いj．……丿｜原｜報

全国のスカイスポーツファンが集い

八9フィールド乙穴昌師

AutumnCりo：9＾

女
性
五
人
も
挑
戦

　

ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
な
か
で
、

今
人
気
急
上
昇
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
の
大
会
が
、
十
月
十
九
、
二
十

日
、
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
曇
な
が
ら
無
風
の
ま

ず
ま
ず
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
参

加
者
四
十
人
が
、
三
角
山
か
ら
三

百
‐
下
の
目
標
地
点
に
向
か
っ
て

テ
イ
ク
オ
フ
。
カ
ラ
フ
ル
な
づ
フ

グ
ラ
イ
ダ
ー
を
左
右
に
ゆ
っ
く
り

旋
回
さ
せ
な
が
ら
、
舞
い
降
り
ま

し
た
。
最
高
齢
は
七
十
二
歳
、
女

性
も
五
人
参
加
し
ま
し
た
。

奥
越
中
学
駅
伝

女
子
は
陽
明
中

【
男
子
A
】
2
勝
山
中
部
1
時
間

9
分
7
秒
2
開
成
（
吉
森
・
杉
森

・
中
川
・
伊
藤
・
八
巻
・
松
本
）

1
時
間
9
分
4
2
秒
③
陽
明
（
石
田

・
斎
藤
・
木
戸
口
・
山
岸
・
木
下

・
北
川
）
1
時
間
1
0
分
2
3
秒
区
間

賞
？
1
区
吉
森
幹
修
（
開
成
）
？

2
区
加
藤
裕
司
（
尚
徳
）
？
4
区

山
岸
睦
（
陽
明
）
【
女
子
A
一
2

陽
明
（
木
村
・
脇
本
・
太
田
・
中

村
・
大
坪
・
田
中
）
5
4
分
2
3
秒
2

勝
山
南
部
中
5
4
分
2
7
秒
③
開
成

　

（
山
田
・
大
久
保
・
牧
野
・
吉
田

　

・
林
・
久
保
）
5
4
分
3
7
秒

区
間
賞
？
1
区
木
村
亜
紀
子
（
陽

明
）
▼
2
区
大
久
保
実
穂
（
開
成
）

？
4
区
吉
田
宏
美
（
開
成
）
▼
5

区
大
坪
美
桜
（
陽
明
）
？
6
区
田

中
美
由
紀
（
陽
明
）

・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
1
2
月
1
日
⑧
午
前
9
時

　

開
会
式

会
場
有
終
西
小
学
校
体
育
館

競
技
内
容
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

　

ル
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
・
ト
リ

　

ム
の
部
）

参
加
料
無
料

主
催
大
野
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

　

会
申
込
先
加
藤
修
一
郎
（
本
町
6

　

－
2
3
豊
6
6
・
2
6
5
6
）
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轡壮言

ストレスを考える

社
会
生
活
の
急
変
で
ス
ト
レ
ス
急
増

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
独
自
の
解
消
法
を

　

人
間
の
一
生
は
、
ス
ト
レ
ス
の
連
続
で
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
近
年
、
社
会
変
動
が
急
速
に
進
む
と
と
も
に
、
ス

ト
レ
ス
が
増
大
し
、
不
適
応
と
破
た
ん
を
示
す
人
々
が
目

立
っ
て
さ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

だ
れ
も
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
常
に
正
確
な
認
識

と
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
界
か
ら
の

心
身
へ
の
攻
撃
に
対
す
る
危
険
信

号
で
、
人
間
だ
け
で
な
く
動
物
が

身
に
つ
け
て
い
る
防
衛
機
制
の
一

つ
で
す
。

　

動
物
が
外
敵
か
ら
襲
わ
れ
る
と

脈
拍
が
早
く
な
り
、
血
圧
が
上
昇

し
、
血
中
の
糖
分
が
上
昇
し
、
外

敵
に
対
し
て
闘
争
や
逃
走
の
態
勢

を
と
ろ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

反
応
は
、
激
し
い
運
動
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
消
滅
し
ま
す
。

　

現
代
人
は
、
激
し
い
興
奮
や
外

敵
か
ら
の
攻
撃
か
ら
引
き
起
こ
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
反
応
を
思
う
よ
う

に
消
散
で
き
な
い
た
め
、
ス
ト
レ

ス
が
持
続
的
に
加
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
心
理
的
な
ス
ト
レ

ス
が
症
状
を
作
り
出
せ
ば
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
と
な
り
、
身
体
の
病
気
を
作

り
出
せ
ば
心
身
症
と
な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
症
状

▼
動
悸
・
呼
吸
困
難
・
胸
痛
検

査
を
し
て
も
、
体
に
は
異
常
が
な

い
の
に
心
臓
病
と
よ
く
似
た
症
状

を
起
こ
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
る
と
、
脈
拍
や
血
圧
が
上
が
り

心
臓
血
管
系
に
負
担
を
与
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▼
消
化
性
潰
瘍
胃
や
腸
な
ど
の

消
化
器
は
、
体
の
中
で
最
も
ス
ト

レ
ス
の
影
響
を
受
け
や
す
い
器
官

で
す
。
潰
瘍
や
下
痢
、
便
秘
な
ど

の
症
状
と
な
っ
て
表
れ
、
比
較
的

若
い
人
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

現
代
社
会
の
ス
ト
レ
ス

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
の
社
会
生
活
で
は
、
次
の
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
心
理
的
な
ス

ト
レ
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
現
代
社
会
の
急
速
な
変
化
の
過

程
で
ス
ト
レ
ス
に
出
合
う
②
都
市

化
や
文
明
化
に
伴
い
、
一
定
の
均

衡
を
保
つ
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
③
二
次
的
な
人
工
環
境
に
適

応
す
る
こ
と
自
体
が
新
し
い
ス
ト

レ
ス
に
④
人
間
関
係
の
希
薄
化
か
、

学
校
・
職
場
・
家
庭
で
進
ん
で
い

る
⑤
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
各
年

代
の
生
活
様
式
の
変
化
に
適
応
す

る
こ
と
が
、
新
た
な
ス
ト
レ
ス
に

⑥
核
家
族
化
し
た
家
庭
の
機
能
が

低
下
し
、
家
族
関
係
を
め
ぐ
る
ス

ト
レ
ス
が
高
ま
る
⑦
女
性
の
自
立

志
向
が
高
ま
り
、
夫
婦
親
子
観
の

変
化
が
急
速
に
起
き
る
。

良
い
ス
ト
レ
ス
と
は

　

ス
ト
レ
ス
は
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け

で
は
な
く
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
な
ど

の
分
泌
を
う
な
が
し
、
い
わ
ば
闘

争
態
勢
を
備
え
る
た
め
、
肉
体
的

に
充
実
し
て
仕
事
な
ど
が
は
か
ど

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

を
い
か
に
し
て
良
い
ス
ト
レ
ス
に

す
る
か
が
、
現
代
人
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
に
は
、

自
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
仕
事
や
家
庭
以
外

に
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
第
三

の
世
界
を
つ
く
っ
て
楽
し
む
こ
と

な
ど
は
、
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま

す
。
時
に
は
井
戸
端
会
議
で
愚
痴

を
言
い
合
う
の
も
一
つ
の
解
消
法

で
す
。

ライフサイクルとストレス

20

歳代

自分のライフスタイルを選択、決

定する（就職、恋愛、結婚など）

30

歳代

社会的な地位の確立、家庭の確立、

と同時にそれに束縛される

40

歳代

青年期に抱いた人生の選択に対し

て、反省、懐疑、葛藤する（転職．

離婚など）

50

歳代

人生の頂点と下降（親の老衰、子

どもの自立、友人の病気など）

60

歳代

定年、価値観の喪失

70

歳代

配偶者の死

80

歳代
体力・精神力の低下

人により人生はさまざまだが、年齢・環境に応じ

てそれぞれストレスの要因となるものがある。

だれもがストレスを受けているという認識が大

切。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65一7333）



暮
ら
し
の

「
ア
ト
流
々
ス

目屁謙図砦甜 効きそうだなー

家庭用医療器具に

遠大な期待はしないIご

　

健
康
ブ
ー
ム
の
昨
今
、
家
庭
用
医
療
器
具
の
一
つ
ぐ
ら

い
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

専
門
用
語
や
科
学
的
な
原
理
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
か
。
こ
の
手
の
商
品
は
、
通
信
販
売
や
催
眠
商
法
に
よ

る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
購
入
や
利
用
に
つ
い
て
は
、

内
容
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

磁
気
マ
ッ
ト
、
磁
気
ネ
ッ
ク
レ

ス
な
ど
の
磁
気
治
療
器
や
マ
ッ
サ

ー
ジ
器
、
電
気
治
療
器
、
浴
用
超

音
波
装
置
な
ど
が
、
家
庭
用
医
療

器
具
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
こ
う
い
っ
た
家

庭
用
医
療
器
具
に
ど
れ
だ
け
の
効

果
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
磁

力
線
や
血
液
中
の
陽
イ
オ
ン
、
陰

イ
オ
ン
、
超
音
波
な
ど
の
科
学
的

な
用
語
や
原
理
を
並
べ
ら
れ
、
効

果
が
あ
る
と
言
葉
巧
み
に
持
ち
か

け
ら
れ
れ
ば
、
健
康
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
人
な
ら
気
持
ち
が
動
き

ま
す
。

家
庭
用
医
療
器
具
で

　
　

病
気
は
治
せ
ま
せ
ん

　

薬
事
法
で
は
、
例
え
ば
磁
気
治

療
器
は
、
そ
の
効
果
が
「
装
着
部

位
の
コ
リ
と
血
行
」
に
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
し
か
も
す
べ
て
の

人
に
必
ず
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
腰
痛
を
や
わ
ら
げ

た
り
、
肩
こ
り
を
ほ
ぐ
し
た
り
し

て
も
、
特
定
の
病
気
を
治
療
す
る

も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
人
間
の
体
に
直
接
作

用
し
、
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す

か
ら
、
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人

や
健
康
状
態
が
よ
く
な
い
人
が
、

む
や
み
に
使
用
す
る
と
か
え
っ
て

危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

効
能
や
使
用
方
法
を
確
認

　

家
庭
用
医
療
器
具
は
、
主
と
し

て
通
信
販
売
や
催
眠
商
法
な
ど
で

販
売
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

効
能
や
効
果
に
つ
い
て
は
、
行
き

過
ぎ
た
説
明
で
、
素
人
向
け
に
過

大
な
期
待
を
抱
か
せ
る
な
ど
の
強

引
な
勧
誘
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
も
、
マ

ル
チ
ま
が
い
の
商
法
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の
販

売
に
つ
い
て
の
苦
情
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
と
利
殖
と

い
う
現
代
人
の
関
心
事
を
巧
み
に

か
ら
ま
せ
た
商
法
と
言
え
ま
す
。

　

購
入
や
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

厚
生
省
の
承
認
番
号
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。
取
り
扱
い
説
明
書
を

よ
く
読
ん
で
、
そ
の
効
能
に
過
大

な
期
待
を
持
た
な
い
よ
う
に
し
、

体
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
専
門
医

に
相
談
す
る
な
ど
の
注
意
が
必
要

で
す
。

消髪飽活に関するご相諦は消費察相諦セシタ4紬酋6H1．11：札則63
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指扇薗

言賜朧

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　　　　　　　

・・・・工工役－エ・¶－－－－・－下庄まつり・パソコンコーナー

ぐるーぷ登場 あすな8会
「
あ
す
は
な
ろ
う
ヒ
ノ
キ
に
」
を
合
言
葉
に

　

昭
和
五
十
四
年
四
月
に
発
足
し

た
「
あ
す
な
ろ
会
」
。
そ
の
き
っ

か
け
は
「
同
じ
大
門
に
住
ん
で
い

な
が
ら
、
仕
事
が
違
う
た
め
朝
夕

の
あ
い
さ
つ
も
し
な
い
で
過
ぎ
る

毎
日
が
さ
み
し
く
、
お
互
い
が
交

流
で
き
る
機
会
を
」
と
意
気
投
合

し
た
五
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
夏
、
海
水
浴
に
出
か

け
た
こ
と
か
ら
村
の
話
題
と
な
っ

て
会
員
が
急
増
し
、
現
在
は
十
八

人
。
会
員
資
格
は
、
郷
土
に
居
住
す

る
成
年
者
と
し
て
お
り
、
乾
側
地
区

の
人
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
に
は
、
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
と
会
旗
も
で
き
あ
が
り
、

翌
年
二
月
に
は
海
外
研
修
も
実
施
。

昭
和
六
十
三
年
七
月
に
は
、
十
周

年
記
念
事
業
が
集
落
セ
ン
タ
ー
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

住
宅
案
内
地
図
や
消
火
栓
配
置
図

の
製
作
、
小
学
校
通
学
路
の
除
雪
、

集
落
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
な
ど
を
実

施
。
会
員
の
中
に
は
プ
ロ
職
人
が

多
い
こ
と
か
ら
、
今
年
は
立
派
な

ご
み
集
積
場
を
完
成
さ
せ
ま
し
た

　

あ
す
な
ろ
会
発
展
の
足
が
か
り

に
な
っ
た
の
は
。
社
交
ダ

ン
ス
講
座
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
現
在
、
会
長
を
務
め

る
川
端
敏
男
さ
ん
は
「
毎

週
土
曜
日
の
夜
は
、
青
壮

年
の
男
女
五
十
人
の
熱
気

で
あ
ふ
れ
、
し
ば
ら
く
は

ダ
ン
ス
旋
風
が
巻
き
起
こ

り
ま
し
た
よ
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
税
務
講
座

や
囲
碁
教
室
な
ど
も
行
わ

れ
、
毎
月
第
一
…
第
三
水

曜
日
に
は
例
会
が
開
か
れ

ま
す
。
副
会
長
の
久
保
寛

二
さ
ん
は
「
全
員
が
集
ま

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が

例
会
を
始
め
る
前
に
は
、
今
で
も

必
ず
市
民
憲
章
を
全
員
で
唱
和
し

て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

隣
の
お
嫁
さ
ん
と
も
気
軽
に
話

が
で
き
る
な
ど
、
村
づ
く
り
に
貢

献
す
る
「
あ
す
な
ろ
会
」
の
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Q！・：。

●‘

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
つ
と
関
6
を

大竹口愛

（17歳・陽明町2）

　

今
年
の
四
月
、
校
名
も
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
大
野
東
高
校
福
祉

教
養
科
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
公

立
で
は
県
内
最
初
、
全
国
で
も
三

番
目
と
な
る
福
祉
教
養
科
が
で
き

る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
中
学
三

年
の
頃
で
し
た
。

　

福
祉
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
、
小
学
六
年
の
と

き
に
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
本
を
読

ん
で
か
ら
で
、
今
も
尊
敬
す
る
人

物
の
一
人
で
す
。
私
の
叔
母
も
都

会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

お
り
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
福
祉

教
養
科
を
選
ぶ
こ
と
に
何
の
た
め

ら
い
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
女
子
生
徒
四
十
一
人
が

学
ん
で
い
ま
す
が
、
勝
山
や
福
井

な
ど
か
ら
も
通
学
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
点
字
や
手
話
な
ど
を
習

得
し
た
人
か
お
り
、
仲
間
を
誘
っ

て
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
公
民
館
の
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
流
れ
星
」
に

も
私
を
含
め
七
人
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
活
き
生
き
フ
ェ
ア
や
お
年

寄
り
と
の
夕
涼
み
会
な
ど
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
休
み
に
は
、
県
が
企

画
し
た
四
泊
五
日
の
「
北
前
船
」

航
路
体
験
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
小
学
生
の
指
導
に
あ
た
り

ま
し
た
が
、
船
酔
を
克
服
し
て
の

貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
福
祉
関
係
の
仕
事
に

従
事
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
か
ら
は
、
専
門
分
野
を
学
ん

だ
り
実
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が

福
祉
施
設
と
の
交
流
を
深
め
る
場

を
多
く
作
っ
て
、
生
き
た
体
験
が

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
体
験
か
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
決
し
て
安
易
な

気
持
ち
で
は
で
き
な
い
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
が
、
絶
対
失
っ
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
も
っ
と
も

っ
と
多
く
の
市
民
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
教
養
科
一
期
生
と
し
て
の

自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
、
後
輩
の

道
し
る
べ
と
な
る
よ
う
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。
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福
祉
コ
ミ
ユ
ー
フ
ィ
基
金
の
創
設

Q

　

市
福
祉
事
務
所
や

市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
障

害
者
、
母
子
家
庭
、
老
人
な
ど
特

定
の
弱
者
を
対
象
と
す
る
保
護
的

な
事
業
が
中
心
で
し
た
。
現
在
は
、

す
べ
て
の
市
民
を
対
象
に
、
し
か

も
福
祉
を
生
活
そ
の
も
の
と
し
て

と
ら
え
、
社
会
環
境
に
応
じ
た
福

祉
の
在
り
方
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。

　

経
済
の
高
度
成
長
に
よ
っ
て
、

生
活
水
準
は
向
上
し
た
反
面
、
生

活
環
境
の
悪
化
、
近
隣
や
地
域
へ

の
つ
な
が
り
も
弱
く
な
り
、
市
民

意
識
も
自
己
中
心
的
に
な
り
が
ち

で
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
変
化
は
、
福
祉

需
要
を
多
種
多
様
化
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
、
行
動
も
物
的
・
金
銭
的

給
付
で
の
対
応
に
加
え
、
施
設
の

整
備
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員

な
ど
財
政
的
な
負
担
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
深
く
考
え
、

生
活
者
と
し
て
の
自
覚
と
相
互
扶

助
の
精
神
に
基
づ
く
活
動
を
展
開

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
の
善
意
の
寄
付
金
を
公
募

し
、
「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
基

金
」
を
創
設
し
て
、
福
祉
事
業
の

土
壌
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
提
言

い
た
し
ま
す
。

　
　

（
松
田
元
弥
●
8
2
歳
・
城
町
）

A

　

市
民
の
み
な
さ
ん

が
、
自
治
意
識
に
目

覚
め
「
在
宅
福
祉
」

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

福
祉
関
係
者
に
と
っ
て
大
き
な
支

え
に
な
り
ま
す
。

　

国
は
、
法
律
を
大
幅
に
改
正
し

在
宅
福
祉
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
施
策
を
更
に
き
め
細
か
く
推
進

す
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。
特
に

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
ヵ
年
戦

略
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

市
で
は
在
宅
福
祉
三
本
柱
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
短
期
保
護
・
家
庭
奉

仕
貝
）
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
昨
年
度
は
高
齢
者
福
祉

対
策
基
金
、
今
年
度
は
高
齢
者
保

健
福
祉
基
金
を
設
置
し
、
充
実
し

た
施
策
推
進
に
活
用
し
ま
す
。

　

市
民
に
よ
る
自
主
的
な
「
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
」
の
創
設
を

と
の
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の

福
祉
施
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
福
祉
事
務
所
長
・
土
谷
春
栄
）

ｙ
j
l
I
♂

　

投
稿
規
定

　
　

政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
一
市

゛
一
見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
廿

こ

だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
さ
く

七

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

一
す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

一
の
は
採
用
で
さ
ま
せ
ん
。
‘
皿

w
原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
‰
J

y

あ
て
先
は
、
「
馨

9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
大
野
市
役
所

・
総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
・
』

『
i
r
I
r

W鴎歌

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
交
信
一
万
局
達
成

豊
島
弘
さ
ん
（
5
5
歳
●
日
吉
町
）

　

国
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局

と
交
信
す
る
こ
と
一
万
局
を
達

成
し
た
豊
島
さ
ん
は
、
こ
の
ほ

ど
読
売
新
聞
東
京
本
社
で
「
よ

み
う
り
ア
ワ
ー
ド
本
賞
」
を
受

賞
。
市
内
で
は
二
人
目
、
県
内
で

も
六
人
目
の
偉
業
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
二
千
五
百
局
区

切
り
で
C
賞
・
B
賞
・
A
賞
・

本
賞
が
設
け
ら
れ
、
無
線
仲
間

で
は
名
誉
あ
る
賞
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

豊
島
さ
ん
は
、
人
工
衛
星
を

使
え
る
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
各

地
の
人
と
話
し
て
み
た
い
と
、

昭
和
五
十
三
年
に
無
線
免
許
を

取
得
。
コ
ー
ル
サ
イ
ン
「
J
A

g
v
B
T
」
で
開
局
し
ま
し
た
。

　

電
波
が
届
く
距
離
は
、
季
節

に
よ
っ
て
変
わ
る
そ
う
で
、
夏

の
日
中
が
最
も
短
く
、
冬
の
夜

が
長
い
そ
う
で
す
。
現
在
は
、

一
日
一
局
程
度
し
か
交
信
し
て

い
ま
せ
ん
が
多
い
と
き
に
は
二

百
局
余
り
も
交
信
し
た
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

豊
島
さ
ん
は
「
無
線
を
通
じ

て
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
よ
。
で
も
積
雪

時
に
は
ア
ン
テ
ナ
を
守
る
た
め

真
夜
中
に
雪
落
と
し
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
過
去
を

振
り
返
っ
て
話
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

豊
島
さ
ん
が
目
指
す
次
の
目

標
は
、
英
語
を
勉
強
し
な
が
ら

世
界
一
万
局
の
交
信
達
成
だ
そ

う
で
す
。

。
苔
知
ら
せ

●
使
用
済
み
テ
レ
ホ
ン

　

カ
ー
ド
集
め
て
い
ま
す

　

使
用
済
み
に
な
っ
た
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
捨

て
な
い
で
I

　

N
T
T
大
野
支
店
で
は
、
使
用

済
み
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
集
め

て
、
年
々
カ
ラ
フ
ル
に
な
る
カ
ー

ド
に
も
う
一
花
咲
か
せ
よ
う
と
、

大
壁
画
な
ど
の
製
作
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
、
使
用
済

み
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
N
T
T
大
野
支
店
営
業

　

課
（
豊
6
6
・
1
0
0
0
無
料
）

●
年
賀
状
の
版
画
教
室

　

大
野
郵
便
局
で
は
、
‥
‥
に
月
1
日

の
年
賀
状
発
売
に
ち
な
み
、
手
づ

く
り
の
楽
し
い
年
賀
状
を
作
ろ
う

と
版
画
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時
1
1
月
1
6
日
①
午
後
1
時
～

　

5
時

会
場
大
野
郵
便
局
第
2
会
議
室

対
象
小
学
生

定
員
3
0
人

参
加
費
無
料

締
切
I
―
（
月
u
一
日
⑥
た
だ
し
。

　

定
員
ま
で
先
着
順
。

申
込
大
野
郵
便
局
（
酋
6
6
・
2

　

1
0
0
）
へ
直
接
電
話
で
。



台
風
1
9
号
の
猛
風
で
篠
座
神
社
の
巨
木
倒
れ
る

　

9
月
2
8
日
の
深
夜
、
台
風
1
9
号
が
県
内
を
暴
風
域
に
。
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で

屋
根
瓦
や
看
板
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
飛
ば
さ
れ
る
被
害
が
出
ま
し
た
。
幸
い

大
し
た
け
が
人
は
出
な
か
っ
た
も
の
の
、
篠
座
神
社
で
は
、
直
径
1
5
口
の
神
木

が
根
こ
そ
ぎ
倒
さ
れ
、
近
く
の
土
蔵
の
屋
根
を
直
撃
し
ま
し
た
。
久
々
の
大
型

台
風
到
来
に
、
眠
れ
ぬ
長
い
夜
と
な
り
ま
し
た
。

春日の児童らが

聖和圖を慰問

　

9
月
2
8
日
、
春
日
児
童
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
3
0
人

が
聖
和
園
を
慰
問
。
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
を
重
ね
て
き
た
一
輪
車
乗
り

や
桃
太
郎
劇
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
元
気

に
披
露
し
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
慰

問
と
あ
っ
て
、
こ
の
日
を
待
ち
か
ね

て
い
た
お
年
寄
り
も
、
子
ど
も
た
ち

の
演
技
に
盛
ん
に
拍
手
。
子
ど
も
た

ち
は
、
来
年
も
必
ず
訪
れ
る
こ
と
を

約
束
し
て
い
ま
し
た
。

「新鮮な輝き」テーマに

大野テキスタイルフェア

　

大
野
メ
ー
ド
の
素
材
を
使
っ
た
繊

維
製
品
の
展
示
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
大
野
テ

キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア
が
、
9
月
2
8
、

2
9
日
の
両
日
、
大
野
有
終
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
衣
料
分
野
以

外
で
の
意
欲
的
な
製
品
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た
。
プ
ロ
の
モ
デ
ル
が

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
婦
人
服
や
ス
ポ

ー
ツ
ウ
ェ
ア
で
登
場
す
る
と
会
場
か

ら
は
思
わ
ず
…
…
…
…
。

2年に1度のヒノキ舞台

盛大に福祉施設演芸会

　

市内六ヵ所の福祉施設の園生による

演芸会が、10月6日、市民会館で盛大

に開催されました。2年に1度のヒノ

キ舞台とあって、各施設とも踊り、劇

カラオケ、影絵、エアロビクスなど練

習を重ねてきた多彩な芸を披露。満席

となった大ホールは、訪れた市民のか

け声と大きな拍手がいつまでも続いて

いました。

消費者グループらが

「みんなの消費生活展」

　

リサイクルや省エネ、食生活などを

考える「みんなの消費生活展」が10月

4日から6日まで、市内のショッピン

グセンターで開かれました。県が婦人

会や生活改善グループ、消費者グル

ープに呼びかけたもので、会場にはパ

ネルを使った展示や試食コーナーを設

置。買い物に訪れた主婦らも係員の説

明に耳を傾けていました。

座T迎Xで妬T：賦T笥

総務課広報広聴係酋66－1111
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３
代
目
ミ
ス
お
お
の
決
定
、
産
業
フ
ェ
ア
で
披
露

　

1
0
月
1
3
日
、
ミ
ス
お
お
の
シ
ン
デ
レ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト
が
大
野
有
終
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
3
代
目
の
「
ミ
ス
お
お
の
」
に
選
ば
れ
た
の
は
、
八
幡
理
恵
子

さ
ん
（
1
8
歳
・
篠
座
）
、
岸
本
裕
子
さ
ん
（
2
0
歳
・
七
板
）
、
長
谷
川
理
恵
さ

ん
（
2
1
歳
・
下
麻
生
島
）
。
3
人
は
。
－
H
月
9
日
の
産
業
フ
ェ
ア
で
表
彰
さ
れ
、
市

民
に
披
露
さ
れ
ま
す
。
大
野
市
の
P
R
、
お
願
い
し
ま
す
よ
。

大丈夫かな？？？

来春入学児童の健康診断

　

来
年
4
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す

る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
診
断
が
、
各

小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
来
年

は
5
3
6
人
の
入
学
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

1
0
月
1
5
日
、
六
呂
師
小
学
校
で
は
8

人
が
受
診
。
聡
診
器
を
あ
て
ら
れ
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
の
面
も
ち
で
し
た
。

六
呂
師
は
、
小
学
校
と
保
育
所
が
併

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
小

学
校
舎
内
は
す
で
に
知
り
尽
く
し
て

い
る
と
か
。

市こども劇場

童話劇に大勢の親子

　

劇
団
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
に
よ
る
市
こ

ど
も
劇
場
が
9
月
2
9
日
、
市
民
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
楽
し

い
童
話
げ
き
」
と
題
し
、
有
名
な
童

話
「
金
の
が
ち
ょ
う
」
と
「
し
た
き

り
す
ず
め
」
を
劇
に
し
て
上
演
。
よ

く
知
っ
て
い
る
童
話
と
あ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
も
食
い
入
る
よ
う
に
観
賞

し
て
い
ま
し
た
。
毎
年
、
楽
し
い
企

画
で
好
評
で
す
が
、
こ
の
日
も
満
員

の
親
子
連
れ
で
し
た
。

山ヶ鼻古墳4号墓

彩文土器の出土に期待

　

牛ヶ原にある山ヶ鼻古墳4号墓の発

掘調査が、9月30日から始まりました。

同古墳群には、19基の古墳が確認され

ており、昭和53・54年の調査で前方後

円墳の6号墳からは古墳時代の鉄剣や

鉄のやじりが、5号墓からは彩文土器

が出土しています。市では、土砂の採取

で崩壊の恐れがある4号墓を発掘して

写真や図面で保存します。

　

こ：’：：：・工工：r・、。
Eij。ごー・a、．il。

視力障害者らが

目を守つてと祈願祭

　

10月13日、市内の神社で目の祈願祭

が行われました。大野市視力障害者福祉

協会が、目の愛護デー（10月10日）に

ちなみ、社会への感謝の気持ちと健常

者の目がいつまでも健康であることを

願って開かれています。今年で32回目

を迎えたこの日も、福祉関係者や会員

ら40人が参加しました。目の祈願祭が

あるのは、大野だけだそうです。



齢
知
ら
せ

j11月

●
み
ん
な
で
支
え
る

　
　
　

国
民
年
金

　

平
成
三
年
四
月
か
ら
、
学
生
の

皆
さ
ん
も
国
民
年
金
の
強
制
加
入

に
な
り
ま
し
た
。

　

突
然
、
事
故
な
ど
で
障
害
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
そ
の
後

の
生
活
を
保
障
し
て
く
れ
る
も
の

が
な
か
っ
た
ら
大
変
で
す
。
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
、
あ
な
た

の
暮
ら
し
も
助
か
る
は
ず
で
す
。

私
た
ち
の
老
後
を
助
け
て
く
れ
る

の
も
、
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年

金
な
の
で
す
。

　

今
ま
で
任
意
加
入
だ
っ
た
二
十

歳
以
上
の
昼
間
部
の
学
生
も
、
万

一
の
場
合
、
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
ア
メ
リ
カ
ン
ラ
イ
フ

　

・
‐
n
・
沖
縄
募
集
中

　

沖
繩
に
在
住
す
る
ア
メ
リ
カ
人

の
家
庭
に
滞
在
し
、
お
互
い
の
理

解
と
交
友
を
深
め
、
国
際
性
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
ま
す
。

日
程
1
2
月
2
6
日
④
～
平
成
4
年

参
加
条
件
①
小
学
4
年
～
中
学

　

3
年
②
健
康
で
規
則
を
守
り
、

　

積
極
的
に
行
動
で
き
る
人
③
事

　

前
・
事
後
研
修
に
必
ず
参
加
で

　

き
る
人

定
員
7
0
人

研
修
会
事
前
＝
1
1
月
3
0
日
①
～

　

1
2
月
1
日
⑧
事
後
＝
1
月
1
8

　

日
①
～
1
9
日
面

締
切
い
1
1
1
1
一
月
1
2
日
収
ま
で

申
込
方
法
所
定
の
参
加
申
込
用

　

紙
に
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー
添
付

申
込
用
紙
請
求
先
暑
1
6
0
新
宿
区

　

四
谷
2
1
1
－
I
大
村
ビ
ル
3
F

　

財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修

協
協
会
（
豊
0
3
・
3
3
5
9
・

　

8
4
2
1
）

●
耳
鼻
科
更
生
相
談

　

身
体
障
害
者
の
方
な
ど
（
障
害

者
手
帳
の
有
無
に
関
係
な
く
）
を

対
象
に
、
耳
鼻
科
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時
H
月
1
2
日
収
午
後
1
時
～

　

3
時

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
①
県
立
病
院
の
医
師
に
よ

　

る
診
察
と
相
談
②
補
聴
器
の
点

　

検
と
修
理

費
用
無
料
（
補
聴
器
の
修
理
に

　

つ
い
て
は
実
費
）

問
合
せ
先
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
4
）

・
習
い
ま
せ
ん
か

　
　

農
業
簿
記

　

伝
票
の
管
理
や
仕
訳
の
仕
組
み

を
学
び
、
農
業
経
営
や
青
色
申
告

に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＞
―
（
月
1
9
・
2
6
日
、
1
2
月
5
・

　

1
7
日
、
1
月
1
4
日
の
午
後
6
時

　

3
0
分
～
9
時

会
場
市
役
所

定
員
先
着
2
0
人

対
象
農
家
や
農
林
業
関
係
者

　

（
初
心
者
の
方
歓
迎
）

締
切
1
1
月
1
5
日
面

申
込
市
農
業
委
員
会
（
市
役
所

　

農
務
課
内
酋
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
3
1
5
・
3
1
6
）

●
建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

　
　

税
務
課
へ
ご
連
絡
を

　

土
地
・
建
物
に
か
か
る
固
定
資

産
税
は
、
所
有
者
の
申
告
や
市
の

評
価
委
員
な
ど
に
よ
る
現
地
調
査

に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
の
取
り
壊
し
や
新
・
増
築

を
さ
れ
ま
し
た
ら
必
ず
市
税
務
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
公
平
で
適

正
な
課
税
に
ご
協
力
を
。

連
絡
先
市
役
所
税
務
課
資
産
税

　

係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

2
5
・
4
2
6
）
ま
で
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

　

買
っ
て
使
う
人
の
身
に
な
っ
て

あ
な
た
の
不
用
な
品
物
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。
値
段
の
目
安
と
し
て

は
、
新
品
が
半
額
以
下
、
使
用
済

み
は
I
／
3
以
下
、
最
高
5
。
0
0

0
円
ま
で
で
す
。

日
時
1
1
月
2
0
日
⑥
午
前
1
1
時
～

　

午
後
3
時

会
場
市
産
業
文
化
展
示
館

商
品
受
付
I
―
一
月
1
9
日
収
午
前
1
0

　

時
～
午
後
3
時
に
同
展
示
館
へ

問
合
せ
先
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ

　

連
絡
協
議
会
（
北
村
酋
6
6
・
5

　

4
8
6
）
ま
た
は
市
役
所
生
活

　

環
境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
6
3
）

●
年
金
の
無
料
相
談

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業

者
年
金
に
関
す
る
無
料
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
福
井
社
会
保
険
事
務

所
の
年
金
専
門
員
が
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
年

金
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ

と
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
1
1
月
9
日
①
・
1
0
日
⑧

　

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

会
場
大
野
有
終
会
館
（
産
業
フ

　

ェ
ア
会
場
内
）

※
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
は
、
粗

　

品
を
進
呈
。

交通

安全

″
゛
・
ヲ
タ

i
≪
V
A
卜

一
面
聊
I
R
V
l
T
i
T
T
L
倒
拙
大
富
咄
ｅ

　

二
輪
車
は
。
四
輪
車
と
違
っ
て
体

が
露
出
し
て
い
る
た
め
、
事
故
が
起

き
た
場
合
、
体
に
直
接
損
傷
を
受
け

ま
す
。
そ
の
た
め
頭
部
を
保
護
す
る

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
大
変
重
要
な
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。
次
の
点
に
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
J
‐
S
、
S
。

　

S
G
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の

　

を
使
用
す
る
こ
と

②
あ
ご
ひ
も
を
し
っ
か
り
締
め
て
ま

　

つ
す
ぐ
か
ぶ
る
こ
と

③
一
度
衝
撃
を
受
け
た
も
の
は
、
絶

　

対
使
わ
な
い
こ
と

④
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ウ
ェ
ア
は
明
る
い

　

目
立
つ
も
の
を
着
用

　

二
輪
車
や
バ
イ
ク
は
、
体
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
た
な
い
と
転
倒
し
ま
す

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て
い
る
と
、

と
っ
さ
の
場
合
、
本
能
的
に
避
け
よ

う
と
し
て
転
倒
し
。
大
事
故
に
な
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
カ
ー
ブ
の
手

前
で
は
、
必
ず
ス
ロ
ー
イ
ン
し
、
カ

ー
ブ
の
外
側
に
沿
っ
て
走
っ
て
く
だ

さ
い
。
交
差
点
で
の
右
折
や
左
折
は

方
向
指
示
器
や
手
で
周
り
に
は
っ
き

り
示
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
運
転
能

力
を
わ
き
ま
え
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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●
災
害
復
興
住
宅
融
資

　

台
風
な
ど
の
災
害
で
、
住
宅
に

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
対
し
、

災
害
復
興
住
宅
資
金
融
資
を
い
た

し
ま
す
。

受
付
期
間
災
害
発
生
の
日
か
ら

　

2
年
間

金
利
年
5
．
3
％

申
込
先
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務

　

取
扱
店
」
と
表
示
さ
れ
た
金
融

　

機
関

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
金
融
機
関

ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
北
陸
支
店

　

（
容
0
7
a
U
り
乙
・
6
3
・
Q
a
4
n
乙
l
）

ま
で
。

●
子
供
の
家
庭
看
護
教
室

　

子
供
に
多
い
病
気
や
け
が
と
、

そ
の
応
急
手
当
て
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
。

日
時
1
1
月
1
7
日
⑧
午
後
1
時
3
0

　

分
～
3
時

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
県
立
病
院
救
急
外
来
医
師

　
　
　

寺
沢
秀
一
先
生

・

1
1
月
刊
‥
日
か
ら
一
び
日
は

　
　
　

税
を
知
る
週
間

　

奥
越
税
協
で
は
1
－
（
日
か
ら
始

ま
る
「
税
を
知
る
週
間
」
に
ち
な

ん
で
「
こ
の
社
会
、
あ
な
た
の
税

が
生
き
て
い
る
」
を
テ
ー
マ
に
次

の
行
事
を
行
い
ま
す
。

◆
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
1
1
月
8
日
図
午
後
3
時
3
0

　

分
か
ら

会
場
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

リ
ブ
レ

◆
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
品
展

日
時
1
1
月
1
5
日
図

会
場
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

リ
ブ
レ

●
自
動
車
事
故
被
害
者
に

　
　
　
　

対
す
る
援
護
制
度

　

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者

の
保
護
増
進
を
図
る
た
め
、
介
護

料
の
支
給
や
交
通
遺
児
等
貸
付
制

度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

◆
介
護
料

支
給
要
件
自
動
車
事
故
に
よ
り

　

脳
損
傷
ま
た
は
脊
髄
損
傷
を
生

　

じ
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

　

人
（
医
師
の
診
断
・
証
明
が
必

　

要
で
す
）

支
給
金
額
入
院
＝
日
額
4
、
0

　

0
0
円
自
宅
療
養
＝
日
額
2

　

0
0
0
円

◆
貸
付
資
金

対
象
者
自
動
車
事
故
に
よ
り
、

死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
者

と
な
っ
た
人
の
中
学
生
以
下
の

子
供

貸
付
金
額
一
時
金
と
し
て
1
4
万

　

円
、
貸
付
期
間
中
は
毎
月
1
万

　

7
千
円
、
小
・
中
学
校
入
学
時

　

に
支
度
金
3
万
9
千
円

利
子
無
利
子

返
還
方
法
2
0
年
均
等
払
い
（
進

　

学
者
は
卒
業
ま
で
返
還
猶
予
）

申
込
先
署
m
福
井
市
大
手
3
－

　

］
1
1
－
1
7
県
民
会
館
4
階

　

政
府
出
資
法
人
（
運
輸
省
所
管

　

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福

　

井
支
所
（
容
0
7
7
6
・
2
2
・

　

6
0
0
6
）

●
国
の
教
育
口
i
ン

　

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
進
学
に

必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
「
国
の

進
学
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
在

学
中
に
必
要
な
資
金
も
融
資
す
る

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
開
始
し

ま
し
た
。

対
象
大
学
・
短
大
・
高
校
●
専

　

修
学
校
な
ど
に
進
学
ま
た
は
在

　

学
中
の
子
供
を
持
つ
保
護
者

融
資
額
進
学
者
＝
1
5
0
万
円
以
内

　

在
学
者
＝
5
0
万
円
以
内

融
資
期
間
大
学
・
高
専
＝
6
年

　

以
内
、
そ
の
他
＝
5
年
以
内

金
利
年
6
●
9
％

保
証
進
学
保
証
基
金
ま
た
は
保

　

証
人

問
合
先
国
民
金
融
公
庫
福
井
支

店
（
豊
0
7
7
6
．
2
5
・
0
3

2
1
）

●
青
年
海
外
協
カ
隊

　
　
　

秋
募
集
説
明
会

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
途
上
国

の
人
々
と
共
に
働
く
青
年
を
支
援

す
る
国
の
事
業
で
す
。

日
時
1
1
月
7
日
④
午
後
6
時
～

　

8
時
3
0
分

会
場
県
民
会
館
3
0
5
号
室

内
容
①
映
画
「
光
と
風
の
大
地

　

で
」
②
一
般
説
明
お
よ
び
相
談

　

③
帰
国
隊
員
体
験
報
告

問
合
せ
先
福
井
県
県
民
生
活
部

　

国
際
協
力
課
（
酋
0
7
7
6
・

　

2
6
・
1
1
7
1
）

・
車
イ
ス
で
乗
れ
る

　

リ
フ
ト
付
き
自
動
車
導
入

　

障
害
者
の
方
で
も
、
車
イ
ス
に

乗
っ
た
ま
ま
乗
り
降
り
が
で
き
る

リ
フ
ト
付
き
自
動
車
が
、
市
保
健

セ
ン
タ
ー
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広

報
を
目
的
と
す
る
助
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
補
助
を
受
け
て
購
入
し

た
も
の
で
す
。
乗
車
定
員
は
、
車

イ
ス
利
用
者
を
含
め
て
6
人
で
す
。

県の最低賃金が日額4yi：B9円．に

　

福井県内の事業所で働くすべて

の労働者および使用者に適用され

る最低賃金額は、平成3年10月1日

以降、日額が4，189円（旧3，993円）、

時間給額は524円（旧500円）になり

ました。ただし、精皆勤手当、通

勤手当、家族手当、臨時に支払わ

れる賃金、1月を超える期間ごと

に支払われる賃金、時間外労働の

賃金、休日労働の賃金、深夜労働

に対する割増賃金などは含まれま

せん。

　

紡績、織物、染色整理業および

化学繊維製造業などで働く労働者

については、それぞれの産業にお

ける最低賃金が適用されます。

　

10月1日以降、県内の事業所の

使用者は、雇用するすべての労働

者に対して、この最低賃金を支払

わなければなりません。もし、こ

れらの最低賃金額を下回る賃金を

支払いますと罰せられることがあ

ります。必ず守ってください。

　

最低賃金の改定に関する詳しい

ことは、大野労働基準監督署（弥

生町1－31酋66－3838）

または福井労働基準局賃金課（福

井市大手1－2－20酋0776

－22－2655）までお問い合

わせください。
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医
王
寺

　

医
王
寺
（
田
中
敏
雄
区
長
・
2
8
戸
）
は
、

地
籍
と
し
て
は
猪
島
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

延
元
元
年
（
一
三
三
六
年
）
、
斯
波
高
経
が

小
山
城
を
築
き
、
文
明
元
年
二
四
七
四
年
）

に
は
落
城
し
ま
す
が
、
百
三
十
八
年
間
城
主

が
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
N
H
K
大
河
ド

ラ
マ
「
太
平
記
」
と
だ
い
た
い
同
じ
時
代
の

こ
と
で
す
。
城
山
の
東
側
は
、
森
政
領
家
で

す
が
、
そ
こ
に
水
が
湧
き
出
る
清
水
が
あ
り
、

飲
料
水
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
熊
野
神
社
の
裏
に
は
、
城
跡
の
一
部
と

思
わ
れ
る
石
垣
も
あ
り
ま
す
。
羽
生
又
左
衛

門
さ
ん
の
話
で
は
、
子
ど
も
の
頃
夏
休
み
に

は
毎
日
山
に
登
っ
て
よ
く
遊
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

集
落
は
山
の
南
側
に
あ
り
ま
す
が
、
道
路

わ
き
に
六
体
の
地
蔵
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
賭

博
を
す
る
と
き
に
、
地
蔵
さ
ん
の
頭
を
懐
に

入
れ
て
お
く
と
ツ
キ
が
ま
わ
る
と
い
う
の
で

よ
く
首
が
も
ぎ
取
ら
れ
て
困
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
と
隣
り
合
わ
せ
て
、
城
山
小
学
校
跡
の

碑
が
あ
り
、
明
治
十
九
年
か
ら
明
治
四
十
三

年
と
あ
り
ま
す
。

　

弁
慶
が
大
野
に
来
た
と
き
、
峠
で
「
大
野

に
こ
ん
な
よ
い
袋
（
盆
地
）
が
あ
る
と
は
」

と
、
わ
ら
じ
の
土
を
払
っ
た
の
が
城
山
に
な

っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
医
王
寺
の

地
名
に
つ
い
て
も
伝
説
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

う
し
て
盆
地
の
真
ん
中
に
山
が
あ
る
の
か
、

ま
た
昔
、
お
寺
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
興
味

の
あ
る
と
こ
ろ
て
す
。

　

城
山
の
周
り
に
あ
る
幾
筋
か
の
道
は
、
昔

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
聞
い
た
の
で
、

当
時
の
小
山
城
の
様
子
を
想
像
し
な
が
ら
散

策
し
ま
し
た
。

市民のうごき

10月1日現在 前月比

世帯数 11，285世帯 ＋10世帯

42，074人 ＋15人

人口 男 20，144人 ＋2人

女 21，930人 ＋13人

9月中の異動
転入 46人 出生 34人

転出 45人 死亡 20人

出
の

べ
四

ぐ
況

状故事通交の内市

件数内訳 ’C－uS；3年　
9月末

．工ヽP－fiS；2年　

9月末
増減

総件数 322件 303件 ＋19件

人

身

事
故

件数 91件 130件 －39件

死者 O人 1人 －1人

傷者 122人 172人 －50人

物損事故 231件 173件 ＋58件

表
紙
の
こ
と
ば

　

毎
年
1
0
月
1
0
日
に
行
わ
れ
る

健
康
ウ
ォ
ー
ク
。
今
年
は
老
若

男
女
2
3
0
人
が
、
7
3
牛
口
の
道
の

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
健
康
へ

の
意
識
向
上
を
反
映
し
て
参
加

者
が
年
々
増
え
、
常
連
や
高
齢

者
の
姿
も
。
途
中
の
エ
キ
サ
イ

ト
広
場
で
は
、
用
意
さ
れ
た
み

そ
汁
を
す
す
り
な
が
ら
昼
食
を

と
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

今
年
は
、
計
画
さ
れ
た
体
育

大
会
や
遠
足
な
ど
は
、
主
催
者

泣
か
せ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
台

風
の
影
響
な
ど
で
、
さ
わ
や
か

な
秋
空
が
あ
ま
り
望
め
な
い
ま

ま
冬
を
迎
え
そ
う
で
す
。
今
冬

の
積
雪
は
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

自
然
が
相
手
と
は
い
え
、
恵
み

の
雪
と
い
え
る
よ
う
な
積
雪
を

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

－、、見i弓・

　

車
社
会
が
急
速
に
進

展
し
て
「
歩
け
歩
け
運

動
」
が
活
発
に
な
っ
て

き
た
。
野
道
を
歩
い
て

周
囲
の
景
色
を
動
く
絵

と
し
て
楽
し
み
、
心
身

と
も
解
放
感
に
浸
る
。
こ
ん
な
趣
味
の
若
者
が

結
集
し
て
「
全
国
野
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設

立
さ
れ
た
▼
ど
こ
へ
行
っ
て
も
「
車
道
」
が
優

先
し
て
い
て
、
歩
行
者
な
ど
は
片
隅
へ
追
い
や

ら
れ
て
肩
身
が
狭
い
。
足
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
道

は
少
な
く
、
周
囲
の
眺
め
も
殺
伐
と
し
て
き
た

け
れ
ど
も
非
常
に
便
利
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か

で
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
完
成
す
れ
ば
、
東

京
で
も
四
時
間
程
で
行
け
る
の
だ
か
ら
有
り
難

い
？
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
も
な
か
っ
た
時

代
に
は
、
雪
が
降
る
と
「
道
中
す
ご
ろ
く
」
を

し
て
遊
ん
だ
も
の
だ
。
例
え
ば
、
大
野
銀
座
を

　

「
振
り
出
し
」
に
し
て
、
東
京
を
「
上
が
り
」

と
定
め
る
。
サ
イ
の
目
だ
け
コ
マ
を
進
め
て
、

速
く
「
土
が
り
」
に
達
し
た
者
を
勝
ち
と
す
る

道
中
は
他
事
多
難
で
「
振
り
出
し
」
ま
で
戻
ら

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
「
上

が
り
」
に
は
な
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ

た
？
だ
が
、
サ
イ
コ
ロ
を
I
回
振
っ
た
だ
け
で

　

「
上
が
り
」
に
達
す
る
時
勢
に
な
っ
た
の
だ
か

ら
、
「
道
中
す
ご
ろ
く
」
が
廃
れ
た
の
も
無
理

な
い
。
超
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
、
か
け
が
え

の
な
い
道
中
の
景
観
を
全
部
吹
っ
飛
ば
し
た
ら

　

「
奥
の
細
道
」
の
妙
味
も
台
な
し
だ
ろ
う
？
九

頭
竜
の
川
原
石
を
敷
き
詰
め
た
平
泉
寺
参
道
や

石
（
い
し
な
）
だ
ら
け
の
小
川
と
並
行
し
て
い

る
郡
上
八
幡
街
の
歩
道
な
ど
は
面
白
い
。
こ
れ

か
ら
は
車
社
会
の
行
く
末
を
見
越
し
て
、
ユ
ニ

ー
ク
な
歩
道
が
各
地
で
造
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
N

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
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